










研究目的

  わが国の疾病予防対策において,  スクリーニングは極めて重視されており,新生児から

老人におよぶ全国的な規模の多様なスクリーニングシステムが確立されている。その中で

も新生児マス・スクリーニング重要な位置を占めているが,新たなプログラムの導入ある

いは既存プログラムの見直しを検討する場合は, その実施条件を十分に評価することか求

められる。一方,  こうしたスクリーニングの評価は,急速に変化している医者一患者関係

のあり方とも密接な関連を持っており,  スクリーニングの導入に当ってもインフォーム

ド・コンセントが求められてきている。

  そこで,わが国において新生児マス・スクリーニング導入に求められる条件について,臨

床的有効性とともにインフォームド・コンセントの観点から検討したいと考えた。とくに

今回は, まず, これらの一般的な評価枠組みについて検討を行い,  さらに実施条件につ

いては,今後導入が期待される新生児スクリーニング・プログラム(ウイルソン病,胆道閉

鎖症, ムコ多糖症,有機酸代謝異常症)について具体的な検討を行った。


